
80%以上が耕作放棄地

キウイフルーツ農地集約利用モデル・第１園地（玉城町・2019〜） 約8ha



キウイフルーツ農地集約利用モデル・第２園地（津市・2024〜） 約7ha
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Kiwifruits Orchard in Tamaki
w i t h  Z e s p r i

防風対策技術遅霜対策技術

養液栽培技術 高密植栽培技術新誘引技術

垂直立体栽培



規模

単収

社員数

投資回収

・平均（0.3ha）の14倍のハウス面積

◆施設園芸・ミニトマト（4.2ha）モデル ◆露地果樹・キウイフルーツ（7.3ha）モデル

・平均（1.2ha）の6倍の園地面積

・平均（8ton/10a）の4倍の収穫量 ・平均（1ton/10a）の5倍の収穫量

・120名（パートタイム含む） ・15名（パートタイム含む）

・7-10年程度 ・10-15年程度



13• スマート農業技術の開発・データ活用による生産性向上 Copyright © 1907- Asai Nursery, Inc. All rights reserved.

OUTPUT
最大化

に貢献する
スマート技術

INPUT
最小化

に貢献する
スマート技術トマト収穫ロボット

省力化↓/平準化↓

スマートフィット
作業効率↑/リスク↓

補光LEDライト
生産量↑/品質↑

クロロフィル計測
生産量↑/リスク↓

労務管理システム
労務費↓/品質↑

データ比較共有
カイゼン↑/リスク↓

光合成チャンバー
生産量↑/リスク↓

高度施設環境制御
生産量↑/品質↑/リスク↓

動画マニュアル
労務費↓/品質↑

排液循環システム
原価低減↓/環境負荷

↓

自動搬送ロボット
省力化↓



14• スマート農業とは Copyright © 1907- Asai Nursery, Inc. All rights reserved.

OUTPUT

INPUT

人件費
労働時間

エネルギー

設備投資
（減価償却費）

太陽光

H2O

CO2

肥料/資材

付加価値 最大化
トマト
出荷量
●ton

トマト
販売単価

●円/kg

労働収支

エネルギー収支

経済収支

炭素収支

スマート農業とは、、

“各工程の最適化により
最小のインプットから
最大のアウトプットを

生み出す農業生産システム“
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